	◎本様式中、破線枠については書類作成上の注意事項であり、実際の申請書類には記載しないこと。
・本調査書について、不実または虚偽の記載、もしくは様式に対し適正な記載がされていない等の推薦案件は、審査の対象から除外する。

・本調査書は、A４縦用紙にワープロ書き（ﾌｫﾝﾄｻｲｽﾞ10.5pt以上）で作成し、４枚程度にまとめること。（両面印刷不可）


様式３
科学技術賞　理解増進部門　候補調査書
１．業 績 名

	


	・業績名は、候補案件の成果を的確に表すものを記載すること。（複数不可）

・業績名の語尾は、「理解増進」もしくは「普及啓発」とすること。

・業績名は語尾を含めて必ず２８文字以内とすること。なお、原則として業績名には商標、商品名、会社名及び句読点等（（　）「　」・、。）は使用しないこと。


２．受賞候補

	（筆頭者）

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(ふりがな),氏名)・年齢・生年月日・性別
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ふ),○)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(り),○)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(が),○)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(な),○)　　　（○○歳）（昭和○○年○○月○○日生）　（男）

	所属・役職
	（株）○○工業　○○開発部長　　（現職のみ記載すること）

	候補者の現住所
	〒　　　　－　　　　　○○県○○市○○町　１－１

	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(ふりがな),氏名)・年齢・生年月日・性別
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ふ),○)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(り),○)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(が),○)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(な),○)　　　（○○歳）（昭和○○年○○月○○日生）　（男）

	所属・役職
	○○大学　○○学部　教授　　　　（現職のみ記載すること）

	候補者の現住所
	〒　　　　－　　　　　○○県○○市○○町　１－２

	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(ふりがな),氏名)・年齢・生年月日・性別
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ふ),○)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(り),○)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(が),○)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(な),○)　　　（○○歳）（昭和○○年○○月○○日生）　（女）

	所属・役職
	（独）○○機構　主任研究員　　　（現職のみ記載すること）

	候補者の現住所
	〒　　　　－　　　　　○○県○○市○○町　１－３


	・同一の業績に対して複数の候補者がある場合には、本件業績に対する貢献度の高い順に、まず筆頭者の氏名・所属・役職等を記載し、その後に他の候補者の氏名・所属・役職等を記載すること。ただし、重要な貢献をしている者以外は候補者に含めないこと。

・同一の業績に対する候補者の人数については、原則５名以内とする。
・候補者は、全員が本件業績について、科学技術上の貢献が客観的に確認できる者であること。

・氏名は、原則として戸籍と同一の文字を使用すること。必ずふりがなを付すこと。
・旧姓使用の場合は、戸籍上の氏名の下に、旧氏名を（　）書きで記載すること。
・年齢は、表彰年度の４月１日現在の満年齢を記入すること。

・現住所は都道府県名から記入し、番地等の数字はハイフンで結ぶこと。

・株式会社は（株）、財団法人は（公財）又は（一財）、社団法人は（公社）又は（一社）、独立行政法人は（独）とし、役職は正確に記載すること。


３．会社概要

	候補者氏名
	団体名称
	資本金

（百万円）
	会員数等
（人）
	資産等
（百万円）
	団体の業務

	○○○○
	（株）○○工業
	
	
	
	

	○○○○
	○○大学
	－
	
	－
	－

	○○○○
	（独）○○機構
	－
	
	－
	－


	・会社概要は、候補調査書作成時点における内容を記載する。

・同一の業績に対して複数の候補者があり、その所属機関が異なる場合には、全ての機関ごとに各項目を記載すること。

・団体の概要を示す資料（パンフレット等）を添付すること（大学等の公的機関を除く）。

・大学等の公的機関の場合には、「団体名称」および「会員数等」（事務局職員と研究者等の合計数）欄の記載のみで可。


４．表 彰 歴　【候補案件の成果に関する受賞】

　　  表彰年月日　　　　　　　　　表彰名称　　　　　表彰業績名　　　　　　　表彰主催団体名
昭和○○年○○月○○日　　　　○○○○賞　　　「○○○○の開発」　　　　（財）○○協会

（受賞者氏名：　○○○○）

　　平成○○年○○月○○日　　　　○○○○賞　　　「○○○○の発明」　　　　（一社）○○学会

　　（受賞者氏名：　○○○○、△△△△、□□□□）

	・候補案件の成果に関する受賞について、全て記載すること。（それ以外の受賞は記載しないこと。）

・表彰年月日、表彰名称等の各項目は正確に記載すること。

・受賞者氏名欄について、連名による受賞の場合には、全ての受賞者氏名を記載順通りに記載すること。（本件候補者氏名に下線を付すこと）

・表彰歴欄に記載した全ての受賞について、表彰概要、表彰状の写、受賞理由および業績内容のわかる資料（表彰主催団体の対外発表資料、新聞記事等）を添付すること。


５．理解増進・普及啓発活動の実績
	年　度
	理解増進・普及啓発活動の具体的内容

	直近３か年度以前の活動状況


	・平成○○年度に第１回の公開実験を開始

・平成××年度には○○市の後援によってx,xxx人が参加する△△教室で講演

・

・

	年度


	・（公財）○○協会が主催する第□回××展における公開実験を通じた科学への理解増進

・○○市が実施する××教室において□□研究について講演

・

	年度


	・

・

・

	年度


	・

・

・

	・「直近３か年度以前の活動状況」欄は３か年以前の活動状況について簡潔にまとめて記載すること。

・「年度」欄には直近３か年における各年度の理解増進活動或いは普及啓発活動の具体的内容について簡潔にまとめて記載すること。

・活動内容のわかる資料（新聞記事、パンフレット等）があれば写を添付すること。


６．推薦機関

	機関名

代表者職名・氏名
	

	所在地等
	〒　　　－　　　

TEL：　

	推薦事務担当者

所属・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(ふりがな),氏名)
	

	連絡先
	TEL：　　　　　　　　　　　　　　　　　FAX：

E－Mail：


	・本項については、推薦機関ならびに、その機関内の推薦事務担当者について記載すること。

・推薦機関とは、文部科学省研究振興局長から推薦依頼を受けた機関。

・「所在地等」欄は都道府県名から記入し、番地等の数字はハイフンで結ぶこと。

・「推薦事務担当者」欄については、「７．本件内容に関する問合せ先」に記載された者と連絡がとれない場合に、確実に連絡のとれる者を記載すること。（複数名記載可）なお、災害等の不測の場合を除き、一定期間連絡がとれない場合には、審査の対象から除外することがある。

・本調査書を含む申請書類についての責任は、推薦機関にあるものとする。


７．本件内容に関する問合せ先

	所属・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(ふりがな),氏名)
	

	連絡先
	TEL：　　　　　　　　　　　　　　　　　FAX：

E－Mail：


	・「本件内容に関する問合せ先」欄には、候補の業績について、文部科学省からの質問等（技術的内容を含む）に対して適切かつ確実に応答のできる者を記載すること。（ただし、候補者本人は不可。）

・必ず連絡のとれる者を記載すること。（複数名記載可）


８－１．業績の概要

	（１）当該分野における普及啓発、理解増進の背景
当該分野における従来の状況を含め、本件活動の背景を記載。

　　・

　　・

　　・

（２）候補案件の成果の内容　

本件活動の内容が具体的に理解できるように記載。

　　・

　　・

　　・

（３）候補案件の成果による社会的効果・実施効果

科学技術の普及啓発、理解増進の観点から、本件活動が社会に及ぼした影響等を記載。

　　・

　　・

　　・




	・本項は、Ａ４縦用紙１枚で簡潔にまとめること。

・当該分野の専門家以外の者にも理解できるように作成すること。

・文章は全て箇条書きとし、簡潔明瞭に記載すること。（図表等の使用は不可。）

・候補案件の成果と関係のない記述はしないこと。


８－２．候補案件の成果の内容

	本調査書７－１（２）候補案件の成果の内容、（３）候補案件の成果による社会的効果・実施効果について、フロー図等を用いて理解し易く説明すること。



	・本項は、Ａ４縦用紙１枚で簡潔にまとめること。

・当該分野の専門家以外の者にも理解できるように作成すること。

・本項は、カラー可とする。（プリントアウトした写真を直接貼付することは不可。ただし、パソコン等から画像データを取り込み貼付することは可とするが、１枚にまとめることを考慮して最小限の大きさとすること。）
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